
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 5 回 理事会  

日 時 平成 30 年 11 月 9 日 19：15～22:45 

場 所 和仁会病院 リハビリ室 

出席者 

理事：大山盛樹、小泉徹児、小無田彰仁、山下潤一郎、志岐浩二、永木照彦、大石勝規 

浦川純二、笹原順哉、池田章子、飯野朋彦、田中拓郎 

監事：平野英三、柿田謙三 

書記：大月雅之 狩浦圭介 

事務局：坂井孝行、長谷川隆史 

その他(県学会)：片岡、柿田、久毛 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）九州理学療法士学術大会 2020inSASEBO（仮）について 
  標記大会の準備委員会にて大会名、日時、場所について検討した。大会名は「九州理学療法士学術大会

2020 in SASEBO (仮)」とし、日時は 10 月の 17、18 日を正式に申請。場所はアルカス佐世保の全館を
借りる予定とする。内容は口述・ポスター・機器展示を予定する。学会テーマは「理学療法の
EPDCA」とした。参加者数は 1000 名を予定。準備資金については、年度内は出せない可能性があるの
で、そのつもりで準備委員会は動く必要がある。テーマについて略語となるのでわかりやすいサブタイ
トルなども検討する。審議の結果、提案通り可決された。 

２）長崎県理学療法学術大会規程変更について 
長崎県理学療法学術大会規程を見直した。(資料参照)大きくは、組織が変わり、準備委員や評議委員、支
援班の役割を明記した。大会支援班が引継ぎを担い、評議委員会はテーマなど学会スタートの部分での
支援をする。また、協会長賞等表彰の規程も定めている。手当の額についても現状に合わせ変更した。
案の修正点として、資料 2 ページ目、第 9 条 1(1)①、また(2)②ともに「査読者コメントを参考に」のと
ころを「査読者コメント等を参考に」と追記。資料 3 ページ目、第 10 条 2、「本会計規則は長崎県理学
療法学術大会、及び本県で開催されるブロック学会において適用するものとする。」を「本会計規則は長
崎県理学療法学術大会において適用するものとする。」に変更。第 11 条 1、「講師手当の支給対象は長崎
県理学療法学術大会及び本県で開催されるブロック学会において本会が招聘した講師、座長とする。」を
「講師手当の支給対象は長崎県理学療法学術大会において本会が招聘した講師、座長とする。」に変更。
付則「この規定は平成 30 年 11 月 9 日より施行する。」とする。別表 1、医師・文化人等の講演講師手当
を「70,000(税抜)」から「50,000(税抜)」に変更。同じく講演司会、座長手当を「10,000(税抜)」から
「7,000(税抜)」に変更。「※90 分の基準額とする」を「※60~90 分の基準額とする」に変更。「※2 コマ
以上は 90 分につき基準額の 50%を加算する」を「※2 コマ以上は 1 コマにつき基準額の 50%を加算す
る」に変更。新たに枠を設け、役割「セッション座長」、金額「3,000(税抜)」、備考「※本会会員のみと
する」を追加。その他は資料通りとなる。審議の結果、提案通り可決された。 

３）第 23 回長崎県国保地域医療学会の演題発表(2 件)の終了に伴う経費の補正予算について 
10 月 13 日、第 23 回長崎県国保地域医療学会に県士会から 2 演題提出。発生した会議費、報償費を補
正予算として 20,000 円申請する。学会からは交通費のみ支給される。毎年立ち回りが異なり年度計画の
予算を立てるのが難しいが、今後は大枠で予算化を検討。審議の結果、提案通り可決された。 

４）推進リーダー制度(地域ケア/介護予防)の会員の申請状況ついて 
11 月 8 日までの申請で e-ラーニング 1 名、士会指定事業 7 名申請が出ているが要件が不足している方が
いる。(資料参照)e-ラーニング免除については問題なし。士会指定事業について 1 番の介護予防、2
番、3 番、4 番の地域ケア、5 番、6 番、7 番が問題なし。1 番の地域ケアと 4 番の介護予防は要件を満
たしていないため本人に連絡し、フィードバックを行う。要件について、ホームページに載せていたも
のから変更する必要あり、推進リーダー班に依頼する。審議の結果、1 番の地域ケアと 4 番の介護予防
を除き提案通り可決された。 

５）上五島地区部長 辞任、交代について 
上五島地区の近藤部長から県外異動となるため辞任する旨、また後任として小田氏を推薦する旨連絡が
あった。小田氏は内諾済。予定されている第 2 回研修会は開催する方向で調整。対馬地区から 12 月 15
日に研修会をするので、役員巡回に来てくれないかと打診があったが、臨床実習研修会と重なるため補
正予算も含め検討。審議の結果、提案通り可決された。 

６）第 32 回長崎県理学療法学術大会の開催地区変更について 
     第 32 回長崎県理学療法学術大会と九州理学療法士学術大会 2020inSASEBO の開催年度が重なり、県北地

区での 2020 年の事業負担が大きいため開催地区のローテーションの調整について検討。県学会は今年
度、30 回が長崎、31 回が県央で大村が担当する。32 回の県北が 2020 年の九州学会と重なる。33 回が島
原、34 回が長崎となる。検討の結果 32 回は県北をとばし島原に、33 回は長崎、県北を 34 回に入れると
いう形となり、審議の結果、提案通り可決された。 

７）臨床実習指導者講習会(中央講習会)への派遣者について 



   2019 年 1 月から 3 月の間に行われる中央研修会に長崎県理学療法士会から 10 名選出する必要あり。そ
の 10 人が 2019 年と 2020 年にわたり県内講師として講習会を行う。中央講習会受講者を理事会推薦と
し、その要件 1）から 4)を挙げている。(資料参照) 16 時間の講習で費用は JPTA が出す。都道府県講習
会については、2019 年の 1 回分と 2020 年の 1 回分は JPTA が出し、講師の交通費は当会負担。質の担
保という点で長崎大学の GP と JPTA の認定が出てきている。GP に関して長崎大学の井口先生に相談
し、条件を理学療法士会から出してもらえば推薦可能とのこと。確実に 10 名送り出すため 20～30 名は
選ぶ必要あり。今回は 20 名程度選ぶということを承認し、セレクションは三役並びに組織運営検討委員
会に一任。そこで選出した人を理事会またはメールにて打診する形となった。審議の結果、提案通り可
決された。 

８）NPTA 内規変更 講師謝礼について 
   現在の内規で規定されている講師謝礼の改定案を策定。(資料参照) 別表 1 のうち、「専門職・その他」

について、「本県主催の研修会」の場合、「教授・准教授・部長クラス」が「50,000」から「30,000」に
変更、「以外」が「30,000」から「10,000」に変更とする。また同じく「専門職・その他」について「地
区勉強会」の場合、「教授・准教授・部長クラス」が「20,000」から「10,000」に変更、「以外」が
「10,000」から「5,000」に変更とする。以上の内規を本日付で改定とし、4 月 1 日から施行。審議の結
果、提案通り可決された。 

９）長崎理学療法複製許可願い取扱いについて 
  株式会社サンメディアより“長崎理学療法”について複製承認願いが届いている。文献検索して複製許

可を取って渡し代金を取るという会社。組織運営検討委員会では見送る方向で検討。理事会においても
見送ることで審議。審議の結果、提案通り可決された。 

１０）新入会会員の承認について 
入会 6 名 退会 2 名。審議の結果、提案通り可決された。 

（２）報告事項 
１）平成 30 年度上半期事業報告について 

部署の区割り等修正点あり。総務部で修正したが、新設となる班などの事業など、まだ修正箇所がある
と思う。理事･監事の確認とご指摘をいただきたい。 

 ２）傷害保険の見直しについて 進捗状況について 
傷害保険の見直しについて、今回は見積の概算を提出。役員の内訳は理事、監事、相談役、委員会。部
員が部長、副部長、班長、イベントに関わるスタッフ。会員がそれ以外。現行は一緒だったところ、役
員、部員、会員と分けている。また疾病による死亡、障害も保障される。イベント参加の際の行き、帰
りも保障。県外移動に関して、現状のイベント数であれば保障可能とのこと。役員、部員、会員を含む
ものと、会員を含まないものの 2 条件で概算を出している。会員まで含むことで積極的な活動につなが
る可能性もある。今後詳細を詰める。 

３）ぴーかんてらす第 8 号発刊について 
      本議案は資料に目を通す形となり、意見及び質疑応答はなかった。(資料参照) 
 ４）アンケートツール「クエスタント」更新について 
   今年 6 月から FAX 通信からメール配信に変更。地区研修会や教育学術局も申し込みや研修会後のアンケ

ートで利用意識が高くなっている。今後も、各部局で有効活用していく。 
 ５）第二回ダイハツ工業「地域密着プロジェクト」健康安全運転講座について 
   今回 2 回目で内容は前回と同じ。早岐地域包括支援センターの利用者 16 名を対象に実施。 
 ６）「第 13 回少年ソフトボール大会」の事業終了報告について 
   事業は問題なく終了。熱中症予防が今後の課題。 
 ７）第 1 回キッズベースボール大会長崎 事業報告について 
   今回、初めて開催される事業。対象者に楽しくトレーニングを指導する目的で概ね好評だった。対象者

が幼稚園から小学 3 年生までで今後、内容も検討していく必要がある。次年度以降も開催予定。 
 ８）2020 年長崎平和マラソン開催について 
   2020 年に長崎市でフルマラソンが開催される。当協会が関わる可能性もあるがまだ未定とのこと。他県

はフルマラソンで県士会が関わっているとのこと。 
 ９）平成 30 年度第 1 回西彼西海地区研修会報告について 
   本議案は資料に目を通す形となり、意見及び質疑応答はなかった。(資料参照) 
 １０）田中まさし先生来崎について 
    本議案は資料に目を通す形となり、意見及び質疑応答はなかった。(資料参照) 
 １１）JPTA 組織運営協議会参加報告の件について 

 本議案は資料に目を通す形となり、意見及び質疑応答はなかった。(資料参照) 
 １２）平成 30 年度会員親睦スポーツ大会日程について 

 本議案は資料に目を通す形となり、意見及び質疑応答はなかった。(資料参照) 
 １３）「第 6 回長崎県理学療法士協会杯中学校女子バスケットボール長崎西彼地区大会」の事業終了報告に

ついて 
 8 月 18 日日曜日、啓発活動の一環で実施。体育館は空調なく、熱中症が出そうな状況だった。今後は
熱中症教育として保護者の教育も必要。次年度から事業名を「長崎県理学療法士協会主催 中学校女
子バスケットボール西彼地区大会」に変更予定。 

 １４）第 30 回学術大会進捗状況 報告について 
 演題は 10 月 12 日で締め切り、80 演題集まった。一般発表 56 演題、新人演題 24 演題。査読も 10 月

23 日完了し、不採択はなし。2 日目、一般発表 5 の座長は石丸氏から片岡氏に変更。優秀演題に関し
て大会長賞を 1 つ、県士会長賞を 1 つ、奨励賞を 3 つ予定。例年座長が採点していたが、今回座長と



理事で採点することとする。採点表は例年の 5 段階から 4 段階に変更予定。11 月初旬に座長への依頼
を完了し、24 日までに発表者に向けて採択結果と発表日時、要領をメールで連絡。30 日には抄読用の
データを作成という流れ。必要備品について、PC8 台、インカム 20 台発注予定で見積を見て検討中。
長崎県歯科医師会と長崎市歯科医師会会長へ初めて来賓依頼を出す。学会誌は作成中だが、ネットか
らダウンロードしてもらう予定。広報は 1 月の市報とケーブルテレビに依頼を検討。今後、座長への
公文書の発送や開会式の祝辞依頼、運営スタッフの派遣依頼、レセプション招待の公文書を送付予
定。大会当日の運営スタッフは 54 名程度を予定。通訳は 2 名の協力あり。運営マニュアルは作成中。
レセプションについては案の段階だが司会は池田理事と飯野理事で調整。学会で掲げる国旗を新調予
定。胸花についても確認後新調を検討。 

 １５）第 2 回長崎県理学療法士講習会 ポイント訂正とお詫びについて 
 11 月 4 日、竹井先生をお呼びした第 2 回長崎県理学療法士講習会で、JPTA よりポイントの付与領域
が間違っているとの指摘あり。広報では基礎、運動器、内部障害それぞれ全領域取得できるとしてい
たが、実際は「正」で書いてある領域しか取得できない。県外からも 150 名を超える参加者がいた。
大山会長名で訂正とお詫びをメール添付して送付することとする。 

 


